
　　　　【Ａｃｔｉｏｎ】改善

活動指標

区
分

27年度 28年度 29年度

研究会・企業へ
の助言等

単

年

度

目

標 27件 37件 38件
決
算

【現状値】

24件
（H26年度）

36件
予
算

10,519
の一部

【目標】

40件
（H31年度）

表彰企業数（累
計）

単

年

度

目

標 55社（人） 60社（人） 65社（人）
決
算

【現状値】

累計　50社
（H26年度）

予
算

10,519
の一部

【目標】

75社（累計）
（H31年度）

研究会・企業へ
の助言等

単

年

度

目

標 27件 37件 38件
決
算

【現状値】

24件
（H26年度）

36件
予
算

10,519
の一部

【目標】

40件
（H31年度）

備考
決算額・

次年度予算額
【千円】

「元気発進！子どもプラン（第２次計画）」個別事業の評価一覧

事　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　評　　　　　　　　　　　　　　　価  　 予　　　　　算

■　施策（５） 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

【Ｐｌａｎ】計画 【Ｄｏ】実施 【Ｃｈｅcｋ】評価

9,369
の一部

9,369
の一部

9,369
の一部

予算

1 77

北九州市女性
活躍・ワークラ
イフバランス
推進協議会の
運営（仕事と
生活の調和
（ワーク・ライ
フ・バランス）
推進事業）

　全国に先駆けて、企業・働く人・市民・
行政が一体となって設立した「北九州市
女性活躍・ワークライフバランス推進協
議会」を中心に、仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バランス）の推進に取り
組む。企業等の事業者や働く人が働き
方やライフスタイルを見直し、男女が共
に働きながら子育てしやすい環境づくり
を推進するため、企業への取り組み支
援や広報啓発事業を展開する。

・「北九州市女性活躍・ワー
クライフバランス推進協議
会」を中心として、様々な企
業・団体等と一層連携を深
める。
・より多くの企業等や働く人
に直接働きかけていくこと
で「実践」を通した成果実現
につなげる。

①ワーク・ライフ・
バランス推進アド
バイザー派遣事
業の実施

②企業等への出
前セミナーの実施

③ダイバーシティ
ネットワーク活動

④女性活躍推進
取組支援事業

柱
番号

事業
番号

事業名 事業概要 前年度の評価を踏まえての改善
２８年度の
事業計画

①１０回

②１１社

③５回

④７社

２８年度の主な実績 評価

【課題】
・女性活躍推進法上の協議会組織であ
る「北九州市女性活躍・ワークライフバ
ランス推進協議会」を中心とした市内推
進体制をより充実する必要がある。

【改善】
・市内企業等の意見を踏まえながら、
効果的な推進体制について検討、改善
する。

予算
事務事業名

評価の理由
（分析）

次年度以降の課題や改善内容

総務・
女性活躍推
進課

単

年

度

実

績 33件

達
成
率

133% 89%

順調

計

画

目

標

達

成

率
133% 89%

ワーク・ライ
フ・バランス推
進事業

・ワーク・ライフ・バランス推進アドバイ
ザー派遣事業等の企業の活用件数
が、ほぼ目標どおりとなったため、「順
調」と判断。

①企業４社、個人２
人の計６社（人）に
表彰

・第１０回北九州市ワーク・ライフ・バラ
ンス表彰では、企業・団体部門で市長
賞２社、奨励賞２社、個人部門では奨
励賞２人の計６社（人）が受賞した。目
標どおりの表彰数となったため「大変
順調」と判断。

【課題】
・引き続き受賞企業のインセンティブを
高め、受賞企業の拡大につなげる必要
がある。

【改善】
・受賞企業に関する情報発信の機会を
充実する。

総務・
女性活躍推
進課

単

年

度

実

績 60社（人）

達
成
率

98%

大変
順調

計

画

目

標

達

成

率
72%

54社（人）

ワーク・ライ
フ・バランス推
進事業100%

1 79

企業や地域等
でのワーク・ラ
イフ・バランス
の取り組み支
援（仕事と生
活の調和
（ワーク・ライ
フ・バランス）
推進事業）

企業等の事業者に対して、仕事と子育
て等との両立への理解促進や働きやす
い職場環境づくりを働きかける。また、
毎年１１月をワーク・ライフ・バランス推
進月間とし、その意義や必要性を企業
等事業者や市民に周知する。
○ワーク・ライフ・バランス推進アドバイ
ザー派遣事業
○企業等への出前セミナー
○子ども参観日
○ワーク・ライフ・バランス新聞の配布

・「北九州市女性活躍・ワー
クライフバランス推進協議
会」を中心として、様々な企
業・団体等と一層連携を深
める。
・より多くの企業等や働く人
に直接働きかけていくこと
で「実践」を通した成果実現
につなげる。

1 78

ワーク・ライ
フ・バランス表
彰の実施（仕
事と生活の調
和（ワーク・ラ
イフ・バラン
ス）推進事業）

子育て支援や男女が共に働きやすい環
境づくり等に取り組む企業・個人等を表
彰し、お手本としてその内容を広く紹介
することで、企業等事業者や市民が
ワーク・ライフ・バランスに取り組むよう
働きかける。

・「北九州市女性活躍・ワー
クライフバランス推進協議
会」を中心として、様々な企
業・団体等と一層連携を深
める。
・より多くの企業等や働く人
に直接働きかけていくこと
で「実践」を通した成果実現
につなげる。

①第１０回北九州
市ワーク・ライフ・
バランス表彰の実
施

①ワーク・ライフ・
バランス推進アド
バイザー派遣事
業の実施

②企業等への出
前セミナーの実施

③ダイバーシティ
ネットワーク活動

④女性活躍推進
取組支援事業

①１０回

②１１社

③５回

④７社

順調

・ワーク・ライフ・バランス推進アドバイ
ザー派遣事業等の企業の活用件数
が、ほぼ目標どおりとなったため、「順
調」と判断。

【課題】
・ワーク・ライフ・バランスの実現にあ
たっては、企業の果たす役割が大きく、
女性活躍推進法を踏まえ、両立環境の
整備・女性従業員の人材育成双方の
視点から企業をサポートしていく必要が
ある。

【改善】
・企業ニーズをきめ細かに把握しなが
ら、サポート策を充実するとともに、企
業間のネットワークを構築する。計

画

目

標

達

成

率

133%

33件

133%

単

年

度

実

績

達
成
率

ワーク・ライ
フ・バランス推
進事業

89%

89%

総務・
女性活躍推
進課

80%

担当課

※太字が評
価を記載した

課

【施策５】
1／4



　　　　【Ａｃｔｉｏｎ】改善

活動指標

区
分

27年度 28年度 29年度
備考

決算額・
次年度予算額
【千円】

事　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　評　　　　　　　　　　　　　　　価  　 予　　　　　算

■　施策（５） 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

【Ｐｌａｎ】計画 【Ｄｏ】実施 【Ｃｈｅcｋ】評価 予算

柱
番号

事業
番号

事業名 事業概要 前年度の評価を踏まえての改善
２８年度の
事業計画

２８年度の主な実績 評価
予算

事務事業名
評価の理由
（分析）

次年度以降の課題や改善内容

担当課

※太字が評
価を記載した

課

ワーク・ライフ・
バランスが取れ
ていると感じる職
員の割合※本指標は
「北九州市職員次世代育成支
援プログラム（H22～H26年
度）」掲載内容

単

年

度

目

標

単年度
目標設
定なし

単年度目
標設定な
し

単年度
目標設
定なし

決
算

【現状値】

69.4%
（H20年度）

予
算

3,709
の一部

【目標】

85%
（H30年度）

部課長級の多面評価
「イクボス10か条」を
実践できている管理
職の割合

単

年

度

目

標

単年度
目標設
定なし

単年度目
標設定な
し

単年度
目標設
定なし

決
算

1,666
の一部

【現状値】

８８％
(平成27年度) 88.0%

予
算

3,500
の一部

【目標】

90％
（H31年度）

男性職員の育児
休業等取得率

単

年

度

目

標

単年度
目標設
定なし

単年度目
標設定な
し

単年度
目標設
定なし

【現状値】

7.5％
（H26年度）

8.8%

【目標】

20％
（H31年度）

4,578
の一部

―－

103.8%

44.0%

－

達
成
率

単

年

度

実

績

達
成
率

計

画

目

標

達

成

率

－

97.8%

1 80

72.4%

「女性活躍推
進アクション
プラン」実施
及び市職員
次世代育成
支援事業

順調

・テレワークのトライアルや「ワーク・ラ
イフ・バランス実践モデル部署」の実施
などにより、ワーク･ライフ･バランス実
現に向けた実践的な取組みの実例が
得られた。
・イクボス表彰では、管理職のマネジメ
ントの優秀事例について部下職員から
多くの推薦が上がった。
・このように業務の効率化や職員の両
立支援に向けた取組みが進んでおり、
「順調」と判断。

ダイバーシ
ティ推進事業

【課題】
・ワーク・ライフ・バランスの推進を両立
環境の整備だけにとどまらず、市役所
組織と職員双方のレベルアップにつな
げるため、業務改善・人材育成の実践
例を積み重ね、市役所内の各部署に
広めていく必要がある。

【改善】
・テレワーク等の事業実施の効果を市
役所内に効果的に周知するとともに、
各部局の主体的な取組みを促進する。

85.2%

93.4%

―

66.0%

13.2%

―

市役所におけ
るワーク・ライ
フ・バランスの
推進

職員のワーク・ライフ・バランスを推進す
るため、「第三期特定事業主行動計画」
に基づき、各種研修や啓発活動等によ
る職員の意識改革、仕事の見直し・改
善、仕事と子育ての両立支援等につい
て取り組む。

計

画

目

標

達

成

率

・第三期特定事業主行動計
画「北九州市職員ダイバー
シティ推進プログラム」に基
づき、すべての職員のワー
ク・ライフ・バランス実現に
向けた取組みを着実に実
施する。

①パパママ応援・
子育て＆仕事両
立サポート研修の
実施

②ワーク・ライフ・
バランス推進月間
の実施

③テレワークのト
ライアル（施行導
入）の実施

④WLB実践モデ
ル部署研修の実
施

単

年

度

実

績

①２回

②１回

③３２人

④２部署 －

達
成
率

計

画

目

標

達

成

率

単

年

度

実

績 －

総務・
女性活躍推
進課

【施策５】
2／4



　　　　【Ａｃｔｉｏｎ】改善

活動指標

区
分

27年度 28年度 29年度
備考

決算額・
次年度予算額
【千円】

事　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　評　　　　　　　　　　　　　　　価  　 予　　　　　算

■　施策（５） 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

【Ｐｌａｎ】計画 【Ｄｏ】実施 【Ｃｈｅcｋ】評価 予算

柱
番号

事業
番号

事業名 事業概要 前年度の評価を踏まえての改善
２８年度の
事業計画

２８年度の主な実績 評価
予算

事務事業名
評価の理由
（分析）

次年度以降の課題や改善内容

担当課

※太字が評
価を記載した

課

市の入札参加資
格業者に対する
評価対象業者数

単

年

度

目

標

前年度
以上
（203社）

前年度以
上

(229社)

前年度
以上

決
算

―

【現状値】

203社
（H26年度）

予
算

―

【目標】

前年度以上

家族経営協定締
結数（延べ数）

単

年

度

目

標 68件 69件 71件
決
算

―

【現状値】

67件
（H26年度）

67件
予
算

―

【目標】

71件
（H29年度）

ムーブ・レディスで
の男性向け家事・
子育て関連講座開
催数

単

年

度

目

標

15講座
程度

15講座
程度

15講座
程度

決
算

329,177
の一部

【現状値】

21講座
（H26年度）

15講座
予
算

329,051
の一部

【目標】

毎年15講座程度

1 81

有資格業者の
登録における
社会的責任・
社会貢献の評
価

地元企業のワーク・ライフ・
バランス等の推進を契約制
度の面からも支援するた
め、引き続き加点制度を実
施する。

①市入札参加資
格業者のうち、
ワーク・ライフ・バ
ランス等の推進を
行っている地元企
業の増加を図る。

①市の入札参加資
格業者に対する評
価対象業者数

（物品等供給業者）
 H26年度：66社→
 H27年度：69社→
 H28年度：235社

（建設工事業者）
 H26年度：137社→
 H27年度：160社→
 H28年度：160社

②「平成２８・２９年
度物品等供給契約
入札参加資格審査
申請受付」及び「平
成２９・３０年度建設
工事入札参加資格
審査申請受付」で、
子育て支援等に係
る加点項目を追加

229社

82
家族経営協定
の推進

　農家の意識改革を進めるため、家族
全員の話し合いによって、休日・給料や
仕事の分担などの取り決めを定める家
族経営協定制度の普及・啓発を図る。

・本市の農業の振興のた
め、経営現状と労働実態を
改善することは必須であ
る。その中でも家族間の労
働条件の整備は不可欠で
あると考えている。そのた
め、今後も事業の推進が必
要であると考えている。
・農業生産者が集まる場に
て、積極的に啓発活動を行
いたいと考えている。

①農業生産者が
集まる場にて啓発
を行う。

計

画

目

標

達

成

率
113.0% 172.5%

予算なし

・物品等供給業者及び建設工事業者
ともに評価対象企業数は前年と比較し
て増加しており、ワーク・ライフ・バラン
ス等の推進に一定の寄与はできてい
ると考える。

・地元企業のワーク・ライフ・バランス等
の推進を契約制度の面からも支援する
ため、引き続き加点制度を実施する。
・次の要件に該当する地元企業に対
し、格付における主観点の評価項目と
して加点する。
　①「行動宣言登録（福岡県子育て応
援宣言、女性大活躍推進宣言）」に登
録されている。
　②「女性活躍推進法」に基づく一般事
業主行動計画の策定を行っている。

単

年

度

実

績 395社

達
成
率
113.0% 172.5%

大変
順調

　地元企業のワーク・ライフ・バランス推
進等の取組を積極的に評価するため、
入札参加資格業者の格付における主
観点の評価項目の一つとして「子育て
支援・男女共同参画」を設け、要件を満
たす場合に加点する。

2 83

男性の家事・
育児参画促進
（男女共同参
画センター及
び勤労婦人セ
ンター管理運
営事業）

家族を構成する男女が共に協力しなが
ら、家庭での責任を果たしていくため、
男性が仕事だけでなく、子育て等にとも
に参画し、家庭等において積極的に役
割を果たせるよう支援する。
○男女共同参画センター・ムーブ等で
の男性向け家事・子育て関連講座

・平成28年度以降も引き続
き、ムーブ及びレディスでの
男性向け家事・子育て関連
講座を実施し、男性の家
事・子育てなどへの参画促
進に向けた取り組みを進め
る。

①農業生産者が集
まる会議等で啓発
を行った。

家族経営協定締結数（延べ数）は67件
となっていて、達成率99％なので順調
とした。

・本市の農業の振興のため、経営現状
と労働実態を改善することは必須であ
る。その中でも家族間の労働条件の整
備は不可欠であると考えている。その
ため、今後も事業の推進が必要である
と考えている。
・農業生産者が集まる場にて、積極的
に啓発活動を行いたいと考えている。

単

年

度

実

績 67件

達
成
率

99%
順調

99%

計

画

目

標

達

成

率
94%

1

17講座、1,288人 順調

ムーブ・レディスにおいて、家庭生活へ
の男性の参加促進のため、「父と子の
食育講座」や「エプロン男子」、「ケアメ
ン養成講座」などを実施し、知識と実技
を習得してもらうことができた。

・引き続き、ムーブ・レディスでの男性向
け家事・子育て関連講座を実施し、男
性の家事・子育てなどへの参画促進に
向けた取組を進める。
・参加者アンケートやトレンドなどを踏ま
え、事業・講座の内容などの見直しの
検討を随時行う。

100.0% 113%

100.0%

男女共同参
画センター及
び勤労婦人セ
ンター管理運
営事業（指定
管理）

94%

予算なし

単

年

度

実

績 17講座

達
成
率

計

画

目

標

達

成

率
113%

男女共同参画セ
ンター・ムーブ、勤
労婦人センター・
レディスにおいて、
男性向け家事・子
育て関連講座を開
催する

総務・
男女共同参
画推進課

産経・
農林課

技監・
契約制度課

【施策５】
3／4



　　　　【Ａｃｔｉｏｎ】改善

活動指標

区
分

27年度 28年度 29年度
備考

決算額・
次年度予算額
【千円】

事　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　評　　　　　　　　　　　　　　　価  　 予　　　　　算

■　施策（５） 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

【Ｐｌａｎ】計画 【Ｄｏ】実施 【Ｃｈｅcｋ】評価 予算

柱
番号

事業
番号

事業名 事業概要 前年度の評価を踏まえての改善
２８年度の
事業計画

２８年度の主な実績 評価
予算

事務事業名
評価の理由
（分析）

次年度以降の課題や改善内容

担当課

※太字が評
価を記載した

課

「男女共同参画
フォーラムin北九
州」「男女共同参画
に係る広報啓発事
業」の実施回数

単

年

度

目

標

前年度
(63回）同
水準

前年度同
水準

前年度
同水準

決
算

3,060

【現状値】

63回
（H26年度）

63回
予
算

3,710

【目標】

同水準

副読本配布率
単

年

度

目

標

現状維
持

現状維持
現状維
持

決
算

4,547
の一部

【現状値】

配布
（H25年度）

配布
予
算

7,673
の一部

【目標】

現状維持

男性向け情報誌
の配布

単

年

度

目

標 配布 配布 配布
決
算

－

【現状値】

― 配布
予
算

－

【目標】

配布

男２代の子育て
講座の開催回数

単

年

度

目

標

現状値
と同水準

前年度比
同水準

前年度
比同水
準

決
算

12,412
の一部

【現状値】

2回
（Ｈ25年度）

2回
予
算

422,665
の一部

【目標】

現状維持

地域における
男女共同参画
推進啓発事業

地域における男女共同参画の推進を図
るため、地域で活動している団体・グ
ループ等と協働しながら、市民や若い
世代が共感できる広報啓発活動に取り
組む。
○男女共同参画フォーラムin北九州開
催支援
○男女共同参画に係る広報啓発事業
○若年層向け広報啓発事業

・平成28年度も継続して、
北九州市女性団体連絡会
議やNPO等関係機関との
連携を図りながら、「男女共
同参画フォーラムin北九
州」や「地域における男女
共同参画推進啓発事業」の
開催に取組む。
・地域での男女共同参画推
進活動の中心となるファシ
リテーター（会議などでの調
整役）の活用を図るととも
に、参加者が固定しないよ
う、さらに幅広い層の市民
の参加を促す効果的な広
報啓発に努めていく。
・事業・講座等を通じ、リー
フレット等を配布し、若年層
に対する広報・啓発に積極
的に取り組む。

①男女共同参画
フォーラムin北九
州を開催する

②男女共同参画
に係る広報啓発
事業を実施する 103%

2 85

小中学生向け
副読本作成活
用事業（男女
共同参画基本
計画推進事
業）

次世代を担う子どもや若い世代が、性
別にかかわらず個性と能力を発揮して
いけるよう、小中学生向け副読本の活
用等を通じて、子どもの頃からの男女
共同参画の理解の促進に取り組む。

・平成28年度も継続して副
読本を作成･配布し、教育
委員会等関係機関と連携
をとりながら、教育における
様々な時間や場面におい
て副読本の活用を図る。
・平成28年度は、教員等か
らなる作成検討会を開催し
て企画検討し、内容の更
新、見直し等による大幅な
改訂を行う。

①37回、3,116人

②28回、1,330人

・北九州市女性団体連絡会議と協働で
「男女共同参画フォーラムin北九州」を
市内一円で計画どおり開催した。
・ＮＰＯ等と協働で、広報啓発事業を計
画どおり実施した。

・引き続き、北九州市女性団体連絡会
議と協働で「男女共同参画フォーラムin
北九州」を開催する。また、ＮＰＯ等と協
働で広報啓発事業を実施する。
・参加者アンケートやトレンドなどを踏ま
え、事業内容の見直しを随時行ってい
く。
・参加者が固定化しないため、さらに幅
広い層の市民の参加を促すための効
果的な事業広報や実施内容の見直し
を行う。

単

年

度

実

績 65回

達
成
率
100.0%

順調

計

画

目

標

達

成

率
100.0%

2 84

①小学生用「レッ
ツ」、中学生用「ひ
びき愛」を改訂、
配布し、教育委員
会と連携して、教
育活動での活用
促進を図る。

①小学生用「レッ
ツ」、中学生用「ひび
き愛」を改訂、配布
した。

順調

･内容を一部改訂した副読本と教師向
け活用の手引きを、市立小中学校に
配布した。
・学級活動や道徳の時間、教科の学習
などで活用している。

・引き続き副読本を作成・配布する。

単

年

度

実

績

達
成
率

100%

総務・
男女共同参
画推進課
教育・指導第
一課

配布

103%

地域における
男女共同参
画推進啓発
事業

総務・
男女共同参
画推進課

①国、県、市が作成
した男性向け子育
て情報誌を配布。

計

画

目

標

達

成

率
100% 100%

100%

男女共同参
画基本計画
推進事業の
一部

子家・
子育て支援
課

単

年

度

実

績 配布

達
成
率

― －
順調

2 87

男2代の子育
て講座（子ども
の館・子育て
ふれあい交流
プラザ運営事
業）

１歳未満および１年以内に誕生予定の
子の父親または祖父を対象に、助産師
や看護師、子育て支援関係者を講師に
迎え、育児に必要な実習を交えた体験
型講座を実施し、男性が子育てに参画
することの意義や効果を伝える。
また、講座終了後には「パパシエ」「ソフ
リエ」の認定証を授与する。

・男性の育児参加について
効果的な講座開催を検討
する。

①子育てふれあ
い交流プラザでの
開催（10月）

②子どもの館での
開催（2月）

①子育てふれあい
交流プラザでの開
催（10月）

②子どもの館での
開催（2月）

計

画

目

標

達

成

率
― －

予算なし

・母子健康手帳交付時や両親学級の
時などの機会を捉えて情報誌を配布
し、男性に妊娠・出産・子育てに関する
情報を発信した。

・引き続き、情報誌を配布し、男性に妊
娠・出産・子育てに関する情報を発信
する。

　子育ては、一人一人の子どもの成長
に寄り添うまたとない機会である。
　男性に育児をより楽しんでもらうため、
妊娠、出産、そして子育てに関する情報
を父親の目線で発信する。

2 86
父親になる人
への情報発信

核家族化や共働き世帯が
増え、男性の子育てへの参
画の必要性が高まっている
中、男性に育児をより楽し
んでもらうため、子育てに
関する情報を発信する。

①男性向け子育
て情報誌の配布

子家・
総務企画課

単

年

度

実

績 2回

達
成
率

100% 100%
順調

計

画

目

標

達

成

率
100% 100%

※（決算）
少子化対策
強化事業
の一部

※（予算）
子どもの館・
子育てふれあ
い交流プラザ
運営事業

・両施設で開催しており、講座の効果
も充分に見込めている。

・より多くの講座受講者を確保するた
め、引き続き指定管理者と協力し、魅
力的かつ効率的な講座の開催に努め
る。

【施策５】
4／4


